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画像処理装置、前景と背景とを含む動画像から
前景を含む前景領域を抽出する装置

監視カメラ、遠隔会議システム、画像編集装置、人とコン
ピュータとのインタフェースなどの画像処理装置

前景と背景とを含む動画像から前景を含む前景領域を高精度に且つ高速に抽出
する。

本発明によれば、動画像の中から前景を高精度で且つ高速に抽出できるので、監
視カメラ、遠隔会議システムなどの各種の視覚システムの性能を向上せしめること
ができる。

本発明は、前景と背景とを含む動画像から前景を含む前景領域を抽出する装置で
あって、ビデオカメラ１１で撮影した処理対象動画像は画像取得部１３で取得され、
背景差分部１４によって動画像から輝度背景画像を差分して差分画像を作成し、領
域区分部１５は、差分画像の輝度を基に動画像を４種類の領域に区分し、影除去
部１６は、領域の色成分と背景モデル画像の色成分との差分に基づいて対象物の
陰を除去し、ラベリング部１７、輪郭抽出部１８、領域成長部１９並びに前景領域抽
出部２０は、影が除去された４種類の領域を基に処理対象画像から前景領域を抽
出する。


